EBP＋αカンファレンス　進行マニュアル

【目的】症例発表→PECOを立てる→論文を検索→批判的吟味→実際の症例にあてはめる　という流れを重視し、批判的吟味の練習および質の高い論文を全員で検討することを目的とする。エビデンスで解決できないような臨床疑問は症例検討のほうで検討することとする。

	時間
	発表者
	参加者
	目的など

	前週木曜まで
	・論文を印刷し、メールボックスに配布

・論文、下記のレジュメについてオーベンのチェックを受けることが望ましい
	
	・なるべく質の高い論文を選ぶ。

	発表当日まで
	・レジュメを作成する（4種類）
1 症例紹介、PECO、論文内容の補足説明　A4 1-2枚程度で簡単に

2 内的妥当性について
3 結果について

4 外的妥当性について
	
	・日頃使用しないような症状評価方法や治療については内容を補足する。


	発表までに
	
	・あらかじめ論文に目を通しておく

Abstractのみでもよいので一読を
	・EBPのスムーズな進行のため

	18:00-18:15
	・①を配り症例について発表

・質疑応答

・PECOを発表
・論文内容について、あらかじめ補足する点がある場合は解説する
	・４グループに分かれる

スタッフ、院生・レジデント、ローテーター、学生がばらけるように（トランプなど使用）

・質疑応答
	・PECOを立てるに至った経緯および最後に外的妥当性を検討できるように説明。参加者もそのあたりを重視して質問すること。話し合ってすぐに答えが出ないような臨床疑問については症例検討のほうで検討する。

	18:15-18:45
	・司会者の指示に沿って、事前に検討してきた内的妥当性について発表する。

・討論が終わった時点で②を配る。
	・論文を読み、内的妥当性を各グループで検討し、評価用紙にまとめる。
・司会者の指示に沿って、グループ内で話し合った結果について発表する。
	・なるべく全員が参加できることを目指す

	18:45-19:05
	・③を配る。
・司会者の指示に沿って、事前に検討してきた結果について発表する。
	・論文を読み、定量的表現（治療に関する論文ならNNT、診断に関する論文ならSSLR、予後に関する論文なら％、病因・副作用に関する論文ならORなど）を各グループで検討し、評価用紙にまとめる。

・各グループに１台ノートパソコンを持参しておくことが望ましい。なければ研究室のPCで計算する。
・司会者の指示に沿って、グループ内で話し合った結果について発表する。
	・なるべく全員が参加できることを目指す

	19:05-19:25
	・各グループを周り、質問を受け付ける

・④を配る。

・司会者の指示に沿って、事前に検討してきた外的妥当性について発表する。
	・論文を読み、外的妥当性を各グループで検討し、評価用紙にまとめる。

・司会者の指示に沿って、グループ内で話し合った結果について発表する。
	・なるべく全員が参加できることを目指す

	19:25-20:00
	・論文や症例に関することで、発表しておくこと、議論すべきことがあれば発表・議論する。
	・質疑応答
	・自由な形式での議論を行う


